
ディボーション質問表 13 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。  １．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ ２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？ ３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？ その事を誰かに分かち合ってみませんか。  14 日（月）テモテへの手紙第二 １:９～１８ １．神は私たちを救い召してくださいました。 それは私たちの働きではなく恵みです（9～11 節）。 今あなたの心は感謝で溢れているでしょうか？ イエス様がどのように死を滅ぼされ、勝利されたか思い出してみましょう。 「いのちと不滅を持つ私の一日はどのようになるでしょうか？」  ２．あなたは福音を恥としてはいないでしょうか？ むしろ召されていることを喜び、同労者と共に仕え合いませんか（11～18 節）？  15 日（火）テモテへの手紙第二 ２:１～１３ １．優れた兵士や優れた競技者、また勤勉な農夫とはどのような特徴を持っているでしょうか？ あなたにも強くなれ！ とあなたを選んだ主は力強く声をかけています。 死者の中からよみがえったイエス様を思ってみましょう（1～8 節）。  ２．わたしたちは真実でなく、弱り果ててしまうこともあります。 しかし主は常に真実を尽くされる  方です。 パウロもとこしえの栄光を望み見て耐え忍んでいるといっています。 とこしえの栄光が  どれほどのものであるか黙想してみましょう（9～13 節）。  16 日（水）テモテへの手紙第二 ２:１４～２６ １．あなたは俗悪なむだ話や神の真理をまげて不義を行っていませんか（14～21 節）？ 尊いことに使われる器になりたいと思いませんか？ 自分自身を吟味してみましょう。  ２．２２節から２６節でパウロが注意すべき点を上げています。 目覚めて悪魔のわなから逃れるために自分自身を吟味してみましょう。  ３．信心のための訓練について語っています。 それはどのようなものでしょうか？  17 日（木）テモテへの手紙第二 ３:１～１７ １．表面的にキリストについていく者と、敬虔にキリストについて生きようとする者の違いをあげてみましょう。  ２．聖書はあなたに何を与えてくれますか？ そして何の為に有益でしょうか？ 今日、聖書の言葉から何を受け取り、実践しますか？  18 日（金）テモテへの手紙第二 ４:１～８ １．神の働き人としての心構えを見つけ出してみましょう。  ２．将来あなたが義の栄冠を受けるまで、あなたの走るべき道のり、またあなたの神にある務めは何でしょうか？ 今日、神の前にでて、「あなたの計画のために私がすべき務めを教えて下さい」と祈りませんか？  19 日（土）テモテへの手紙第二 ４:９～２２ １．パウロの仲間たちは各々が各地域に行ってしまったり、世の中を愛して離れてしまったり、また彼の言葉に激しく逆らう者がいたりして、時には孤独の中にいたと思います。 パウロはそのような状況の中で神様を体験しています。 どのような体験でしょうか？  ２．あなたの今置かれている状況はどのような状況ですか？ パウロの祈りをしてみましょう（17～18 節）。 


